
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

教 育社会学研 究第84集 （2009）

ビジネス誌が啓発する 「力」に関する 一 考察

　　　社会 的実践 と して の 「力」をめ ぐる表現 の 分析

牧野 智和

1 ， 問題 設定 と本 稿の 目的
一

「力」の 増殖 とそれ を捉 える視点
一

　 1996年 7 月の 中教審第
一

次答 申 「ニ
ー

世紀 を展望 した 我が 国 の 教 育の 在 り方 に つ

い て 」 にお け る 「生 きる力」，内閣府 を担 当部局 とす る人 間力戦略研究会 の 2003年

4 月の 報告書 「若者 に夢 と 目標 を抱か せ ，意欲 を高め る」に お ける 「人 間力」，経

済産業省が 開催 した 「社会 人基礎力に 関す る研 究会」に お ける 「社会 人基 礎力」 な

ど，1990年 代後半 か ら2000年代 に か けて T 労 働や教 育に 関す る 能力の あ り方が語 ら

れる 際，「力」 とい う接尾語 を伴 っ た表現 を頻繁 に 日に す る よ うに な っ て い る （本

田　 2005，pp ．54−63）。 こ れ らの 能力 に 関す る 表現 は ，今挙 げた よ うな審議 会答 申

や 政府 関係機 関 の み に 留 まらず t
た と えば 2006年 5 月に創刊 され た PHP ビ ジ ネス

新書 に 『伝 える力』 『ビ ジ ネス カの 磨 き方』 「コ ン サ ル タ ン トの 「質問力」』 「コ ン サ

ル タ ン 1・ の 「現 場力」』 『突破力 1』 「使 う力』 とい っ た タ イ トル が 並 ぶ な ど， マ ス

メ デ ィ ア を通 して も多 くみ る こ とが で きる 。 また，そ れ に 由来するの か ，こ れ らの

表現 に は イ ン パ ク トを重視 した ，聞きな れ な い 新造語 も多い 。

　 こ れ らの 表現 は一
過性の 流行 とみ な す こ とが で きるか もしれ な い 。 だ が ， こ れ ら

の 表現 の 流 行 と並行す る よ うに ，国際 的 な規 模 で 労働 や 教 育に関す る能力に つ い て

の 提 言 や 指摘 が 行 わ れ て い る こ とに 注 目す る必 要が あ る 。 た と えば OECD で は

1997年 に
7 多様 な人 々 が 交流す る 複雑 な現代社会 に お い て 必要 な能力 （コ ン ピ テ ン

シ
ー） を定 義す る た め， 「コ ン ピテ ン シ

ー
の 定義 と選択　 　そ の 理 論 的

・
概念 的基

礎」 と い うプ ロ ジ ェ ク トが 活動 を 開始 した 。 そ の 後2003年 に成果 と して 「自律的 に

早稲 田大学
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活動す る 力」「道具 を相 互作用 的に 用 い る力」 「異質 な集団で 交流 す る力」 とい う三

つ の 「キ ー ・コ ン ピ テ ン シ
ー」が 提 出 さ れ て い る （Rychen　and 　Saユganik 訳 書

2006）。

　OECD の プ ロ ジ ェ ク トが 動 き出 した 1997年 に は， ブ ラ ウ ン が 組織 に お け る 能力

観の 変容に つ い て 指摘 して い る 。
つ まり，明確に 定義 さ れた 役割 ， 規則 ， 手順 に の

っ と っ て 職務 を遂行 し，高度 な順応性が 求め られ る 「官僚制パ ラダ イ ム 」か ら， フ

レ キ シ ブル に規則 に働 きか け， 自らの 個性 を体現 して い くこ とを求 め る 「フ レ キ シ

ブ ル ・パ ラ ダ イム 」が 浮上 して い る と い う （Brown 訳書　2005，　 pp ．609−614）。

　 日本で も本田が ，冒頭 に挙 げた 能力 モ デ ル を は じめ とする近 年の 「力」 をめ ぐる

表現 は，「意欲 や独 創性 ，対 人関係 や ネ ッ 丁・ワ
ー ク形成力，問題解決能力 な どの ，

柔軟 で 個人 の 人格や 情動の 深 い 部分 に根 ざした諸能力」 とい う点で 共通性が ある と

指 摘す る 。 また， それ らの 表現 は ，「標準性 ，知識 量，知 識操 作 の 速度，共 通尺 度

で 比較可 能 順応性 協調性 ． 同質性 」 を特徴 とす る 「近代 型能力」 とは 異なる ，

「多様性 ・新奇性 ，意欲 創 造性，個別 性 ・個性， 能動性 ， ネ ッ トワ
ー ク形成力，

交渉力」 を特徴 とす る 「ポス ト近代型能力」で あ り，後者が社会的地位達 成 におけ

る新 た な基準 とな りつ つ あ る と述 べ る （本 田　2005，p ．ii，20）。

　 こ うした 国内外の 動 向，お よび近 年 の 能力観 に つ い て 指摘 した先 行研 究 か らは ，

三 つ の 視点を析出で きる と思 わ れ る 。 第
一

に ，英米や 口本 な どの 先進諸国 に お け る

能力観が 変 容 して い る の で はな い か ，第二 に 近 年の 能力観はた だ能力 を 身に つ けれ

ば よ い の で は な く，個人の 人格 や 情動 に深 く関係 し，そ の 変 革 を も要求す る もの な

の で は ない か
ω

s 第逆 に近年 の 「力」 をめ ぐる 表現は そ うした 能力観を反映す る も

の なの で は な い か とい う三 点 で あ る
 

。 さ らに 言語の 社 会的作 用 とい う観点 を差 し

挟 む な らば，近年の 「力」 をめ ぐる 表現 は ，既 に起 こ りつ つ ある 能力観 の 変容 を反

映す る だ けで な く．その よ うな表現 自体が ・
つ の 社 会的 プ ロ セ ス とな り，社会に お

け る能力観 （あ るい は人格 や情 動の あ り方）を新 た に構造 化 して い く社 会的 実践 で

もある と い う視点 を得 る こ とが で きる だ ろ う （Fairclough訳書 　2008）。

　 本稿 は こ の よ うな立場 か ら
， 社会 的実践 と して の 「力 」 をめ ぐる 表現 を分析 し

，

今 目浸透 す る 「力」 をめ ぐる 表現 の 社 会的 意 義 を実 証的に 検討，考察す る こ と を 目

的 とする
儒

。 本稿の 構成 は以下 の よ うで ある 。 まず 2 節で は本稿 に お け る分析対象

資料 に つ い て 述べ る 。 3節 で は対 象資料 に お ける 「力」 をめ ぐる 表現 の 出現傾向 と

先行研 究にお ける 指摘 との 整合性 を検討 し， 4 節で は 「力」 をめ ぐる表現 に 関わ る

人 々 に つ い て 分 析 を行 う。 5 節 で は こ れ らを踏 ま え，「力」 をめ ぐる表現が 啓発 す
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る 人格 と情動 の あ り方 につ い て 分析 を行い ， 6節に おい て 総括を行 う。

2 ． 本稿 に お ける分 析対 象 とその 特性一 三 誌 の ビジネス 誌 に つ い て一

　本稿 で は調 査対象 と して， 「プ レ ジ デ ン ト』『THE21 」 『日経 ビ ジネス ア ソ シ エ 』

（以下 『ア ソ シ エ 』〉の 三 ビジ ネス 誌 を と りあげる こ とと した い 。 その 理 由は こ の 三

誌 が 経済 情報を中心 とする ビ ジネス 誌業界に お い て 丁経済情報だ けで な く，資質

研 磨 ライ フ ス タイ ル ， エ ン ター
テ イ メ ン トを扱 う総 合情報誌的な特性 を もつ 点に

あ る 。 こ の た め に ，三 誌で は他 の ビ ジ ネ ス 誌 よ りも頻繁 に 現代 の ビ ジネ ス にお い て

必 要 と され る 能力に 関す る 特集 （以下 「力」特集）が 組 まれ ， 「力」と い う接尾語

を伴 う表現群 （以下 「力」語） を多 く観 察する こ とが で きる の で ある 。 その た め ，

社 会的実践 と して の 「力」 をめ ぐる 表現 の 分析素材 と して 適 して い る と考 え られ た 。

　三 誌の 特性 は 表 1 の とお りで ある 。 三 誌 は い ずれ も発行 部数が 多 く
一

定の 影響力

を もち， また読者の 年齢 層は各誌 で 異 な る もの の ，企 業 に長期継続雇用 さ れ，企業

表 i　 三 誌の特性

雑 誌名 雷 鳥 社 「雑 誌 新 聞 総か た ろ ぐ」 の 紹介文 歴 史，読 者 層，発 行 部 数

プ レ ジデ ン ト

経営者層を中心 読者とす る デ ィ シ ジ ョ ン

メ
ーカー

の た め の ビ ジ ネ ス 情報誌。日本

の 屋 台骨 と な る ビ ジ ネ ス マ ン た ち に，自

らの 力で 考 え，道 を切 り拓 くビ ジ ネス カ

と活力 を与 え る こ とを 日指す 。 質 の 高 い

ビ ジ ネス 情報 をは じめ，経営手法，マ ネ

ジ メ ン ト哲学，生 活，ラ イ フ ス タ イル ま

で 幅広 い テ
ー

マ を と りあげ，時流 を と ら

えた 視点 で 掘 り下 げた 記 事展 開 を す る 。

（2005年）

1963年創刊 。「フ ォ
ー

チ ュ ン 」の 円本版

と して ，「歴 史 や 人物 の 特集」 に 力 を 入

れ た，「情報
・
教養 ・娯楽」誌 で あ っ た

が ，2000年 に 月二 回刊行 に な る と 同時 に

路線転換 し，ビ ジ ネ ス ，資質研磨，ラ イ

フ ス タ イ ル ，エ ン ター
テ イメ ン ト と幅広

く扱 うよ うに な っ た。メ イ ン 読者層 は40

代 の 会社員。特 に 管理職以上 の 層 を タ
ー

ゲ ッ ト と し て い る 。2007年 の 発行部数

210703部 は ビジ ネス 誌業界 で は 4 位。

THE21

30代 の ビ ジネス マ ン を メ イ ン ターゲ ッ ト

に した 総合情報誌 。話題 の ビ ジ ネ ス ・ス

キ ル や ，プ ロ の ノ ウハ ウ な ど，今す ぐ使

え る 仕事情 報を紹介す る ほ か ，マ ネー＆

ラ イ フ プ ラ ン ，健 康 な ど，誰 も が気 に な

る生 活 面 を取 り上 げ た 企 画 も収 録．「仕

事 と 人 生 」 に 悩 む ビ ジ ネ ス マ ン を 応 援 す

る 試 2005年）

1984年創刊 。　
・
時期 は 企業 ラ ン キ ン グ や

都市 ラ ン キ ン グ を売 り物 に して い たが，

2000年 ご ろ か らプ レ ジデ ン トと同 様 に，
総 合 情報 誌 へ と 路 線転換 す る 。メ イ ン 読

者 層 は 30代 か ら40代 の 会社 員。2007年の

発行部数 123708部は 業界 7 位。

口経 ビ ジ ネ ス

　ア ソ シ 」 ．

企 業 社 会 に お い て 次 世 代 の リーダ
・一を 目

指す若手 ビ ジ ネス マ ン を対象 と し た ビ ジ

ネ ス 情報誌。重 要 な 経済 国際社会 技

術 の 動向や．キ ャ リア ア ッ プ や ス キ ル ア

ッ プ に 役立 つ 情報 をや さ し く具体 的 に解

説 す る 。（2002年）

2002年創 刊 。3誌 の 中 で 最 も読者層 が 若

く，20代 か ら30代 を メ イ ン ターゲ ッ トと

して い る。こ の 雑誌 は 当初 か ら ビ ジ ネ ス ，

資質研磨，ラ イ フ ス タ イ ル ，エ ン タ
ー

テ

イ メ ン トを 幅広 く扱 う総 合情報誌 と して

ス タ
ート し て お り，2007年 の 発行 部 数

82003部 は 業界 14位。
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の 中核 を担 うこ とが 期待 され る会社 員を中核 的読 者層 として い る 点で 共通 して い る 。

つ ま り雑誌メ デ ィ ア に お い て は ． こ うした ビジ ネス エ リー ト （ある い は エ リ ー ト志

向の 強 い 人 々 ）を読者層 とする ，総合情報誌 的な志向 をもつ ビジ ネス 誌 に お い て ，

「力 」語が 次々 と新造され て い る とい う知見 をまず提 出す る こ とが で きる
14）

。

　 こ の 三誌 を対象 と して 筆者は， 1996年以 降に組まれ た特集記事の うち T 「力」と

い う語 が 含 ま れ る62の 特 集記 事 を抽 出 した
〔5｝

。 こ こ か ら 「全 国 100都市実 力 ・番付 」

「外 資系企業 の 実力診 断」「3 時間で わ か る 日本 の 防衛力」等の 個人 的能力を扱 わ な

い 特集 を除外 した，53の 特集記事 （総ペ ージ 数は2012ペ ージ）を本稿 に おけ る分析

対象 とす る
〔6｝

。 雑 誌 ご との 内訳 は 『プ レ ジ デ ン ト』誌が 21特 集 『THE21 』 誌が 10

特集， 『ア ソ シ エ 』誌 が22特集 で ある 。

　抽 出 され た53の 特 集記事 の うち，52の 特集 まで が2000年 以後 に集中 して お り，特

集タ イ トル にお ける 「力」と い う表現 の 使用 は近年の 流行 で ある こ とが 確認で きる

（「ア ソ シ エ 』は 2002年創刊）。 こ の 2000年 とは，長い 間 「ビジネス マ ン の ため の 般

若心 経」 （2000，1），「『徳 川三 代』大 混乱 期 を制す」 （2000．2）等 ，歴 史上 の 偉 人 や

伝 統に学 ぶ 特集 を核 として きた 『プ レ ジ デ ン ト』が 大 きく内容 を刷新 した年で ある 。

同誌 は 2000年 3 月号 の 刷 新 に 際 して 次 の よ うな状 況認識 を示 して い る 。 「来 るべ き

21世紀 は ， 『自己責任』 と 『ス ピ ー
ド』 の 時代」 「

一
億総 デ ィ シ ジ ョ ン メ

ー
カ

ー
時代

の 訪 れ」 「つ ね に残 され る予 測不可 能 な領域 それ を飛 び越 えて 決断す る と い う行

為 に は，勇 気，覚悟，決 意… とい っ た言 葉 で 表 され る きわ め て 人 間的 な要 素が 伴

う」 「情報化 国際化 は ます ます進 み ， よ りス ピーデ ィ
ーな 決裁が 求め られ る 21世

紀の ビジ ネス 社 会 。 そ こ で 日 々 戦 う読者 の 皆様 の ニ ーズ に応 える」。 情報化，国 際

化 ，経済活動 の 流動化，不 透明化 ，競争 の 激化，求め られ る 決定 能力， 自己責任 。

『プ レ ジ デ ン ト』に お け る こ の よ うな状況 認 識か らは，個 々 人 が 競争 的で 流 動 的 な

状 況 を勝 ち抜 い て い くよ うな資質の 獲 得 を支援 す る と い う文脈 に
，

ビ ジ ネス 誌 の

「力」 特 集が差 し込 ま れて い る と見て 取 る こ とが で きる 。

3t ビジネス 能力特 集に お い て 扱 わ れ る 能力

　で は， こ の よ うな文脈 に お い て 量 産 され る 「力 」特集 に お い て は ， どの よ うな 能

力が 扱わ れ て い る の だろ うか 。 そ して ，そ の 傾向は ブ ラ ウ ン や 本田が 指摘 した よ う

な今 日的 な能力 モ デ ル と どの 程度整合性 を もつ の だろ うか 。

　53の 特集 記事 にお け る見出 し と本文 に お い て は，延べ 1405回 に わ た り，307種類

の 「力」 と い う接 尾 語 を伴 う表現 群 （「力」語 ）が 登 場 す る
ω

。 そ の 登 場 回数上 位
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考察

20項 目が 表 2，307種類の 「力」語 を KJ 法 に よ り分類 した もの が 表 3 で あ る
〔s｝

。

表 2　 「力」特集 にお い て扱わ れる能力の登場回数上 位項 目

順 位 名称 三 誌計 順 位 名称 三 誌計

1 説 得力 85　 111 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン カ 24
2 集 中 力 78112 気 づ く力 21
3 思 考力 ・考え る力 63i12 英語力 21
4 記憶力 57　 　 114 魅力 20

5 質問力 55 15 本質力 19
6 脳力 34 15 図解力 19
7 物語力 30 15 問題解決力 19

8 発想力 29 18 論理 的思考力 18

9 創造力 26 19 交渉力／実行力／判断力 16

10 論 理 力 25

表 3　 「力」語の分 類

カ テ ゴ リ
ー

含 まれ る 主 な 「力」語 三誌計

精神強化
・自己管理 系 集中力，記憶力，脳力，潜在力，努力力 295 〔21％ ）

思考
・発想系 思考力，創造力，論理力，気づ く力，発想力，仮説力 274 〔2Q％）

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 系 説得力，質問力，コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン カ，交渉ノ」 238 （17％ ）

情報処理 ・分析系 観察力，本質力，洞察力，分析力，情報編集力 152 （11％）

表現 系 物語力，図 解力，プ レ ゼ ン カ，表現 力，言葉力 108 （796 ）

問題解決 ・行動系 問 題解決力，実行力，判断力，決断力 103 （796 ）

リーダ ーシ ッ プ系 魅 力，共感力，人 閲 力 ，受容力，マ ネ ジ メ ン トカ 80 （6 ％ ）

特殊 ス キ ル 系 英語 力，数字力，IT 活 用力，漢字力，会計力 54 （4 ％ ）

体力強 化 系 体力，生命力，免疫力，駅 まで 徒歩力 36 （3 ％ ）

そ の 他 極端力，文脈力，金科玉 条力，朝 ご は ん 力，基礎力 65 （5 ％）

計 1405

　表 2 の 最 上位項 目で ある 「説得力」か ら，以 下 に続 く 「集中力」「思 考力」「質問

力」「物語 力」「発 想 力」「創造 力」「コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン カ」「気づ く力」「魅力」

「問題 解決力」「交渉力」 「実行力」 な ど．多 くの 能力 が， 「多様性 ・薪奇性 ，意欲 ，

創
．
造性T 個 別性

・
個性 ，能動性T ネ ッ トワ

ー ク形成力 ，交渉力」 を特徴 とす る 「ポ

ス ト近代型能力」， ある い は 自ら の個 性 の 体現 を求め る 「フ レ キ シ ブ ル
・パ ラ ダ イ

ム 」 に近 し い ，あ る い はそ の もの の 能力で ある とい える だ ろ う 。 表 3 にお い て 整理

され た 全体 の 傾 向 も， 自分 自身 を管理 し， 自分 自身 を高め て い くよ うな能力 （精神

強化 ・自
．
己管理系）， イノ ベ ーシ ョ ン を生 み 出す 能力 （思考 ・

発想系）， 円滑 に他者

と コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を行い ，商 談等 を成 功 させ る 能力 （コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 系），

目の 前 の 問題 を解 決 す る た め に必 要 な判 断 と行動 を起 こ す能 力 （問 題解 決 ・行動

系）な ど，「ポ ス ト近代型能力」 「フ レ キ シ ブル
・パ ラ ダイ ム 」 に 当て は ま る もの が
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中心 的 で あ る 。 そ の 範疇 に 収 ま らな い 能力 （表 2 の 4 位 「記憶力 」や 12位 「英語

力」 な ど）や
・
概 に その 性質 を判別 しが た い 能力 も もちろ ん ある が ，全 体的傾 向と

して ， ビ ジ ネス 誌 の 「力」特 集 に お い て 扱 わ れ る 能 力 は， よ り 「ポ ス ト近代 型 能

力」「フ レ キ シ ブ ル ・パ ラ ダ イ ム 」とい うモ デ ル に 当 て は ま る もの が 多い とい える 。

先行研 究が 提示 した 能力モ デ ル は ，「力」特集 を把握 す る に際 して ，整合性 の 高 い

モ デ ル だ と考えて よい だろ う。

　 こ の よ うな整合性に つ い て よ り深 く理解するた め に， こ こ で 「力」特集の 制作 プ

ロ セ ス に注 目 して み た い 。 「THE21 』 の 編集者に よ る と，同 誌 の 特集記 事 は 毎月行

われ る編集会議に よ っ て 決め られ る とい う
〔9）

。 各編集部員が ラ イバ ル 誌や 同テ
ー

マ

を扱 う雑誌 （た とえば女性誌 な ど も）の 売れ行 き動向． ビ ジネス 書の 売れ行 き良好

書，過去の 特 集テ
ー

マ を参考 に して 企 画 を持 ち よ り，合議す る か た ちで 決定す るの

だ とい う。 その なかで 「ビジ ネス ノ ウ ハ ウに重 きを置い て い る 」 と編集者 自身が述

べ る同 誌が ，「『こ れ を読 むこ とで どん な力 が 身に つ くの か』 『何 に役 立 つ の か』 を

す ぐに理解 して もらうため の 表現 と して 」，「力」 とい う用語 を特集記事に配する の

だ とい う。 編集者の 話か ら考 える と， ビジ ネス 誌 にお け る 「力 」特集 は彼 らの独創

的 な造 語 とい うよ りは，既 に進行 して い る 「力」を め ぐる表現 の 広が りを再帰的 に

と りい れ るプ ロ セ ス として 生 まれ て い る と考え るべ きだ ろ う。 審議会答 申や各メ デ

ィ ア の 傾 向を踏 まえ て 能力モ デ ル を提 出 した 本田の 議論 と，各メ デ ィ ァ の 動 向 を受

けて 企 画 を設定す る ビ ジ ネス 誌 の 傾向 の 整合性 は， こ の よ うな再帰性 とい う観 点か

ら理解 す る こ とが で きる 。
こ の よ うな再帰 的 プ ロ セ ス を通 して ， 400

，000部 を超 え

る 発行部数 を もつ 三 誌の ビ ジネス 誌が ， 本田 らの 議論 に ほ ぼ 合致する よ うなか た ち

で 特定 の 能力 に 関 して 情報 を発信 し，啓発 し続 けた もの が 「力」特集 なの で あ る 。

4 ． ビジネス 能力特 集 に登 場 す る人 物

　次に ，「力」特集 に登 場 す る人物 の 傾 向に つ い て と りあ げた い 。 「力」 特集 に は，

特集 に 寄稿 す る ラ イ タ
ー

， イ ン タ ビ ュ
ー を受 けて 発言す る 経営者や会社 員， 専門家

とい っ た さ ま ざ まな人物が登場 す る 。 彼 らは様 々 な能力の 体現 者 と して ，ある い は

様 々 な 能力 を新造 し，定義 し，序列づ け る者 と して 読 み 手の 前 に 現 れ る 。 こ の よ う

な体現者 ，定義者が特集記事全体 の 基調 を作 る ときもあ り， また彼 らの 権威づ け な

しに は 「力」特集 は成立 しない とい う意味で ，記事登場 者 は 「力」特集 にお け る 重

要 な構 成 要素 で ある 。 た だ こ こ で 注 意 した い の は ，能力 の 体現者，定 義者 と して 現

れ る人 々 が 「力」特集， ひい て は 「力 」をめ ぐる表現 に 関す る絶対 的な影響力 を も
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っ て い る とい う単純 な理解 は で きない とい うこ とで ある 。 なぜ な らこ こ には ，雑誌

の 作 り手に よ っ て 記 事登 場者が 「選 ばれ る」とい うプ ロ セ ス が 挟 まれ て い る か らで

ある 。 「THE21 』誌 の 編 集者 に よ れ ば
， 企画 を出 した 編 集者が そ の テ

ーマ に ふ さ わ

しい 取材対象者 を選 定 し （テ
ー

マ を考案 した時点で ある程度 人選 の イ メ ージが で き

て い る場合 も多 い とい う），編集 長 を説得 し T 了解 を もら うと い うプ ロ セ ス に した

が っ て取材対象が 決定 され る と い う。 そ の ため ，以 下 に示 す知見 は ， 単純 に 「力」

をめ ぐる表現 を支 配 して い る の は誰 か で は な く，「力」 を め ぐる表現 をめ ぐ っ て ，

そ の 取材対象 と して ふ さ わ しい とされ る社会 的位置 づ け，主体位 置 に想定 配 分 さ

れ て い る の は誰 な の か ， とい う勧点 か ら捉 え られ るべ きだ と考 える 。

4 ．1． 今 日に お ける ビジネス 能 力 を体現 す る人 物 とは誰 か ？

　53の 特集 にお い て は延べ 786人の 人物 が登場す る 。 表 4 はそ の 786人 の 登場 人物 を，

そ の 職業 ご とに 整理 した もの で ある
 

。

　 「THE21 』の 編集者 は ，取材対象者 を選ぶ 際 は，棊 本的 に は 「あ る程度の 知名度

が あ る人 ， もし くは知名度が あ る組織や 商品に か か わ る 人」が 中心 に な る と述べ て

い る 。 そ の 実際 を示 した 表 4 で は，記事に 登場す る 人物 の 職業 は 「社長 ・会長 ・役

員」す なわ ち会社経営者層 と 「会社員 」（非正 規雇用者 は 一人 もい な い ）で 全 体の

52．9％ を占めて い る 。 彼 らは ほ ぼ一
様 に ，特定の 能力 を体現す る よ うな技法 ある い

は 成功 談 の 持 ち主 と して 記事 に 登場 す る （『THE21 』2002．11 「ビ ジ ネス パ ー ソ ン

4 人が語 る
“
私流

”
時 間管理術 」， 『プ レ ジ デ ン ト』2003．11．17 「常識 を覆 した 「ひ

らめ き社 員』列伝」 な ど）。 「力」特集 にお い て ，様 々 な 「力」 を体 現 す る者 と して

置か れ て い るの は ，読者 と同 じ立 場で あ る会社 員お よび会社 経営者 だ とい うこ とが

まずい えるだろ う。

　 しか し，そ れ は い うま で もな い ，当然す ぎる 結果 だ と もい え る 。そ こ で 表 4 の 結

果 を違 う観 点か ら捉 え直 して み た い
。 表 4 の 上 位 を 占め た 「社長 ・会長 ・役 員」 お

よび 「会社員」の 所属す る会社 の 業種に つ い て ， 日本標準産業分類 に お け る 「産業

大分 類 」 を もとに分 類 し，集 計 した もの が 表 5 で あ る 。

　 表 5 で は 「製造 業 （卞に 自動車 ， 電気 製 品メ ー カ ー）」が 最 卜位 で あ る 。 だが ，

表 4 と表 5 の 集 計結 果 を合 わせ て 考 え る と，業種 と して 最 も多 い の は
， 「コ ン サ ル

テ ィ ン グ ・
マ

ーケ テ ィ ン グ ・人材 派遣 」 を専 門 とす る 人 々 （表 4 で は 43回 ，表 5 で

は82回，合 わせ て 125回 登場 し，全体 の 15．9％ ）で あ る 。 2005 年の 国勢調査 にお い

て 就 業 人 凵 が 最 も多い 産 業 大 分 類 カ テ ゴ リ ー は 卸 売 ・小 売 業 （就 業 者全 体 の
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表 4　記 事 に登 場 した人物の職業
圃

表 5　 「社長 ・ 会長 ・役員」お よび 「会社員」の 業種内訳

業種
’

回 数 P T A

製造業 106 （25％） 57 （28％） 14 （22％） 35 （25％ 〉

コ ン サ ル テ ィ ン グ ・
マ
ー

ケテ ィ ン グ ・
人材派遣 82 （2U％ ） 31 （15％） 19 （29％ 〉 32 （23％ ）

卸売
・
小売 37 （9％ ） 工5 （7 ％ ） 3 （5 ％ ） 19 （14％ ）

情報通信業 32 （8 ％） ユ9 （9 ％ ） 5 （8 ％ ） 8 （6 ％ ）

食品 31 （7 ％） 16 （8％ ） 6 （9 ％ ） 9 （7 ％ ）

金融 28 （7 ％） 25 （12％） 1 （2 ％） 2 （1 ％）

飲 食店 ・宿泊 業 17 （4 ％ 〉 7 （3 ％ ） 2 （3 ％ ） 呂 （6 ％）

商社 12 （3 ％） 8 （496） 0 （0 ％） 4 （3 ％）

そ の 他 （医 療 ・福 祉 ，広 告 ，運 輸 ，保 険 な ど） 71 （17％） 35 （16％） ユ3 （20％） 20 （15％）

計 416 213 65 ユ38

18．1％ ）だが ，今 日の ビ ジ ネス 誌 にお け る記事へ の 登 場頻度 は，就業者 数が 全体の

17，1％ で 第二 位 の 製造業 （特 にそ の
一

部） と，同 じ く国勢調査 で 「就業者数 の 増加

率が 大 き い 産業小 分類」 に 関連す る 業態 （「労働者派遣 業 」な ど）
’
を多 く含 む コ ン

サ ル テ ィ ン グ ・
マ

ーケ テ ィ ン グ ・人 材派遣 の 二 業種 が 突 出 して い る 。 戦後 日本 の 成

長を支 え続けて きた 「もの を作る」業種 と，近 年の市場規模 の 拡大が 著 しい ，労働

者や企 業 を 「診 断 ・調査 ・支援す る 」 こ とに か か わ る 業種 が ，今 日の ビ ジ ネス 誌 に

お ける 取材対 象 と して 特 にふ さわ しい と想定 され て い る よ うで ある 。

4．2． 今 日に お け る ビジネス能 力 を定義 し，啓発 する人 物 とは誰 か ？

　 こ こ で
， さ らに 異 な る観 点か ら 「力」特集 の 傾 向を把握 して み た い

。 それ は先 に
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述べ た，様 々 な 「力」 に言及 し，定義 し，新造 し，序列づ ける の は誰か ，で あ る 。

三 誌で は合 わ せ て 1405回 「力」語 が 登 場 す る と述 べ た 。 こ の 1405回使 用 され る

「力」語 の 発言 者 は
， 延べ 786人 の 記 事登 場者の うち］84人 と，か な り限 られ て い る

（786人の うち23．4％）． こ の 184人の 発言 回数は 690回 （1405回の うち49．1％ ）で あ

り，そ れ 以外 の 715回 は 記事 の 見 出 しや 紹介文 な ど，記事 中に名 前の 登 場 しない 無

署名 の ラ イ ターや 雑誌編 集者 に よ っ て書か れ た もの で あ る 。 発 言 者 を特定で きる こ

の 690回 の 「力」語 の 発言 を，業種 別 に整理 した もの が 表 6で ある 。

表 6 　「力」語の 業種別発言回数

業種
　 　 　 　 　 　 　 　 その 他コ ン サ ル

　　 　 　 　 脳 科学　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ イタ
ー

　　 　 　 　 　 　 　 専門家マ
ー

ケ タ
ー

経営者　　心 理学　　教育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ の 他
会社員　 精神医学　閲 係者

記事 登 場人数

「力」 語 発 言 者

　 の 延 べ 人数

　 発言回数

発 言 全体 に 占め

　 る割合

　 125　　　　　　　23　　　　　73　　　　　　　81

　 36　　　　　　15　　　　　25　　　　　　27

　 167　　　　　　103　　　　　90　　　　　　　89

24，2％ 　　　14．9％ 　　13．0％ 　　　12．9％

　 334　　 　　 40　 　　 14　 　 　 96

　 34　　 　　 16　 　　 9　 　 　 22

　 81　　　　　　57　　　　　56　　　　　46

117 ％ 　　 　8．3％ 　　8．1％ 　　6．7％

※ 「経 営 者 ・会社 員 」は 「コ ン サ ル タ ン ト・マ
ー

ケ テ ィ ン グ ・人 材 派 遣．1の 業種 を 除 く

　表 6 を見 て 明 らか な よ うに ，経営者 ・会社員 （「コ ン サ ル タ ン ト ・
マ

ーケ テ ィ ン

グ ・人 材派遣」 の 業種 を 除 く）の 発言 回数は81回 （690回の うち11．7％ 。 発言者 は

延 べ 34人） と，その 記事登場者数 の総 数 に比 して 必 ず し も多い とは い えな い
。

一方，

コ ン サ ル タ ン ト ・
マ

ーケ ター
， 脳 科学者， ラ イ ター

，心 理 学者
・
精神科医，教 育関

係者 と い っ た 職業の 人物 か らの 発言が ， その 記事登 場者 数の 総 数に 比 して 大 きな割

合 を 占め て い る こ とが わ か る 。 記事 中 に名前が 登場 しな い 715回の 「力 」語 の 発言

者で あ る無署名 の ラ イ タ
ー

や雑誌編集者 と合 わせ
，

こ れ らの 職種 は
，

か つ て ブ ル デ

ュ
ー

が 新興 プチ ブ ル の 利 害関心 に奉仕 し，「自己表現」 や 「義務 と して の 快楽」 と

い う新 し い 倫 理 を促 進 させ る と して 言 及 した 職 業 集 団 に そ の ま ま合 致 し て い る

（Bourdieu 訳 書　 1990，　 pp ，18H88 ）。 もちろ ん ，趣 味や 嗜好 の 分析 に つ い て の ブ

ル デ ュ
ー

の 言 及 を ビ ジネス 誌 の 傾向 に適川す る に は よ り厳密 な検討が 必要で あ る 。

だ が少 な くと も，登 場 人物 の 総 数か ら い え ば 多数で は な い もの の ，「力」特集 に お

い て さまざ ま 「力」語 に つ い て 言 及 し t ま た 新造 を行 うの が表 6 の よ うな特 定の 職

業 集団 に偏 っ て い る こ とは注 目す べ きだろ う。

　 こ こ で 送 り手 の 立 場 を差 し挟 む と． 『THE21 』 の 編 集者 は， 「ビ ジネ ス ノ ウ ハ ウ」

を扱 う同誌 で は ，昨今の 日本経済 の 不調 の 中 ，「読者が 話 を聞 きた い と思 うよ うな
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経 営者 が 限 られ て 」 くる よ うに な っ た と述べ て い る 。 そ の た め経営者 で は ない が

「ある程 度の 知名度が ある入 ， も し くは知名度が あ る組織 や商 品にかか わ る人」が

求 め られ る こ とに な り， 「様 々 な業界 ・仕事 に 通用す る思考法や仕事術 に長 けて い

る」 コ ン サ ル タ ン トや マ ーケ ター
，「そ の 研究が 仕事の 場 面 に も大 き くか か わ る」

心理 学者や脳 科学者 な どの 専 門家に取材す る こ とが 多 くな りつ つ あるの だ とい う 。

読者の 反応 に合 わせ て 常に軌道修正 を行 っ て い る雑誌編集者が ， こ うした認識の も

とに取材対象を少 しずつ 変化 させ るな か で ，コ ン サ ル タ ン トや マ
ーケ ター

，心理 学

者 や 脳 科学者 な どの 専 門家が 3 節 で 述 べ た 厂『こ れ を読 む こ とで どん な 力が 身 に つ

くの か 』 『何 に 役立 つ の か』 をす ぐに 理解 して もらうた め の 表現 と して 」の 「力」

語 を次々 と新造 し，編集者の 期待 に 十全 に応 える 。 こ の ような，編集者 と特定の 職

業集 団 との 相補 的関 係 の な か で ，「力」特集 は循 環 して い る とい うこ とが 3 節 な ら

び に本節 の 補足 的事項 と して 追加で きる だ ろ う。 また ， こ うした特定の 職業集団か

ら， さ まざまな 「力」 の 啓発が 繰 り返 され る とき，そ こ で新 た に構 造化 され るの は，

社会 にお け る能力観だ け で な く，そ の よ うな能力の 体現者，能力の 定義者 をめ ぐる

社会的位置づ けの ヒ エ ラ ル キ ー
，主体位置 の 分散の 様態 で もあ る と考える こ とが で

きる だ ろ う。

5 ． ビジネス 能力特集 に おい て啓発 され る人格 ・ 情動 の 質的分 析

　だ が ， 3 節 と 4 節で 提 出され た 知見 は，必ず しも雑誌 編集 者や 証 事登場者 とい っ

た k 体 の 営為 に すべ て の 原 因を帰すべ きで は な い と筆者 は考 える 。 その 理 由の 第
一

点は ， 3節 で 編集 者の 話 を引用 した よ うに， ビ ジネス 誌 で は各メ デ ィ ア に お ける動

向 を持 ち寄 っ て 合議す る 編集会議の プ ロ セ ス を通 して 企画が 決定 され る た め ，「カ」

特 集 は既 に あ る 「力」 をめ ぐる 表現の 広が りを再帰 的に と りい れ る プ ロ セ ス と して

生 まれ て い る こ と に あ る 。 第 二 点 は ，表 6 で み た よ うな特 定 の 職 業 集 団 に よ る

「力」語 の 新造 も，読者 の 反 応 を伺 っ て 取材 対象 を少 しず つ 変 えて い く編集者側 の

動 きが なけ れ ば起 こ らな か っ た とい う点で あ る 。 こ れ らの 点 で ，編 集者や記事登場

者の 意 図に前節 まで の 知見 を還元す る こ とはで きない 。 か とい っ て 逆 に．編 集者が

モ ニ タ リ ン グす る 読者 の 反応 にすべ て を還 元す る こ と も難 しい 。編集者，記事登場

者，読者 とい うア ク ターは雑誌制作 ，流通 な どの プ ロ セ ス それ ぞれ に お い て 絡み 合

っ て 影響 を及 ぼ して い る と考 えな けれ ばな らない （こ の こ とは検討 を要す べ きテ
ー

マ だが ，本稿 の 目的 はそ こ に は な い ）。

　で は本稿に お い て よ り深 く検討 を行 うべ き点 は ど こか 。 そ の 手が か りは雑誌 編 集
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　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　 ビジネス誌が啓発する 「力」に関す る
一
考察

者 の 理 論的位 置づ けにあ る と思 わ れ る 。 ブル デ ュ
ーは か つ て 雑誌編集者を 「文化媒

介者 」 （Bourdieu 訳書 　1990，　 p ．111） と して 表現 して い た 。 雑誌 編集者 は 自らが

好 ましい と思 う， あるい は 自 らの 雑誌にふ さわ しい ，読者が 求め て い る と予期する

特 定の 価値観や 態度に志 向して 編集作業を行 っ て い る 。
つ ま り各メ デ ィ ア に お ける

動 向や 読者 の 選 好 を と り い れ て取 材対象 を決定 し， また 同様 に取材 内容 を編集 して

い く （ル
ー

テ ィ ン 化 され た〉業務 を通 して ，雑誌編集者は特定の 価値観や態度 を媒

介 T 増幅する こ とに 寄与 して い る 。 本稿 に お い て 深 く検討 され る べ きは 「力」特集

を通 して媒介 ，増 幅 され る価値観や 態度が どの よ うな もの か と い うこ とだ ろ う。 3

節や 4節で 提出 され た知 見 もまた その よ うな観点か ら解釈 され るべ きだ と筆者 は考

える が ，以下 で は ブ ラ ウ ン や本 田 に よ っ て 言 及され なが らも十全 に掘 り下 げた検討

が行 わ れなか っ た点 に つ い て さらなる 検討 を行 い た い
。 す なわ ち 「力」特集 に お い

て 求め られ る 人格や 情動の あ り方 につ い て の 検討 で ある 。

　 こ こ で ，「力 」特集 にお い て 獲得 を促 され る特定 の 能力 に着 目 して議論 を進め る

とい う選択肢が あ りえる 。 だが そ れ は ，既に 表 2 ・3 に み られ た傾 向 を繰 り返す こ

とに な る だ ろ う。 そ こ で 本 節 で は よ り根本 的 な観点 か ら，そ もそ も307種 もの 多様

な 「力」が新 造
・
啓 発 され る とい う特異 な事態そ の もの に着 目 して み た い 。

つ ま り，

多種多様な 「力」が 新造
・
啓 発され る と い う事態その もの は ，そ れ らを身に つ けよ

うとす る 人 々 に どの ような人格 と情動 の あ り方 を要求す るの か ， とい う観点 で あ る 。

　 以下 で は ， グ ラ ウ ン デ ッ ド ・セ オ リ
ー ・ア ブ m 一チ に も とつ く 「中核 的カ テ ゴ リ

ー」 （Grazer　and 　Strauss訳 書　1996
，
　 pp ．97−98）の 概念 に もとつ い て 分析 を行 っ

て い く。 す なわ ちT 資料 の 分析 プ ロ セ ス の な か で 仮説的 に （デ
ー

タ対話 的， グ ラ ウ

ン デ ッ ドに）浮上 した ， 資料 の 特性 に つ い て 最 も説 明力 を もつ と考 え られ た 中核 的

な説明モ デ ル に つ い て，調査領域 を説明す る理論 が安定す る まで 仮説形成 とデ
ー

タ

分 析 を繰 り返 して修 正 を行 い ，最終的 なモ デ ル を提 出す る とい う質的分析の 概念で

あ る 。 本稿 の 筆者 は，「力」特 集 に お い て 反復 して 観察 され た 表現や レ トリ ッ ク に

も とつ い て ， デ
ータ対話 的 ， グ ラ ウ ン デ ッ ドに説明 モ デ ル を構 築 した が ， 以下 で は

そ の 説 明モ デ ル を端 的に 象徴 す る と思 わ れ た記事サ ン プ ル を導 きと して ，議 論 を進

め る 。

5．1．　 自己 モ ニ タ リン グ と自己 コ ン トロ ール

「何 か に取 り紐 む と きに 100％ 全力 で 頑張 っ て は い けな い 。 『脇 目 も振 らず』 と
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い う言葉が あるが ，そ うな る と対象の 仕事以外 は ま っ た く目に入 らない 。 90％

の 力を注 い で ， 10％ は 『自分 が今， ど うい う状 態に あ るの か』 をセ ル フ モ ニ タ

リ ン グ する 余力 を残 して お く。 それ もまた ，気づ くコ ッ なの で あ る」 （『プ レ ジ

デ ン ト』 2004．7．19特集 「気づ く力」）。

　こ の 引用記事 に お い て 推奨 され て い る の は 「セ ル フ モ ニ タ リ ン グ」 とい う態度 で

ある 。 こ の 自分 自身をモ ニ タ リ ン グす る 態 度は ，「目標 に向か っ て 突 っ 走 りす ぎ」

な い よ うに 「自分 を． さ らに 高い とこ ろ か ら正 し く見 つ め 」 よ うとす る もの で あ る

（上 掲特集 よ り）。 引用 記 事で は こ の モ ニ タ リ ン グの 態度 を どの よ うな と きで も保持

する こ とが 称揚 され てい るが ． こ の よ うな態度 へ の 言及 は 「力 」特集 にお い て幾度

も観 察す る こ とが で きる 。

　 自己 をモ ニ タ リ ン グす る こ とは ，「力 」特 集全 体 を通 して ，そ れ 自体 高い 価値 を

置か れ て い るが ，同 時 に 別 の 行為 と も結 び つ い て い る 。 そ れ はた とえ ば， 「努力」

とい う言 葉の 扱 い を め ぐっ て 端的 に表 われ る。 か つ て の ビジ ネス エ リー トを牽引 し

た価値観 で あ る修養 主義 に お い て は，努力す る こ と 自体 に高い 価値 が置かれ て い た

とい わ れ て い る （筒井 　1995，p ．34）。 だ が 「力」特集 に お い て は ，た だ 努力す る

の み で は不 十分 で ある 。 努力 が積極 的 な価値 を伴 うの は ，「自分 の 努力 だ けで は ど

うに もな らない 」 こ とを受け入 れ，努力が 必要 な と きに の み 使える 「型」 を身に つ

け る こ と で ，努 力 を 白 らが 意 識 的 に 活 用 す る 能 力 ・技 術 と す る こ と で あ る

（『THE21 』2006．5特 集 「
一

流 の 『努力 1』術」 な ど）。
つ ま りただ努力す る の で は

な く，努力す る 自分を
一

歩引い て モ ニ タ リ ン グ し， また そ れ に もとつ い て 努力す る

こ と を コ ン トロ ー ル 可 能 な能力 ・技術へ と化 して い くの で ある 。 自己 モ ニ タ リ ン グ

は こ うして， 自己 コ ン トロ ール と結 び つ く。

　そ して こ の よ うな態度 こ そ が， 「自分 の 仕事 や 思考，信 じる ス タイ ル を 『技化す

る』 こ と をおすす め した い 。 （中略）た とえば 「自画 自賛』e 本来 は あ ま りい い 意味

の 言葉で はな い が ，末尾 に 『力』 を つ けた だ けで 単 な る 自慢 とは違 うポ ジ テ ィ ブ な

意味 を帯びて くる」 （『プ レ ジ デ ン ト』2005．7，18特集 「『脳力j 革命」） として ， 「努

力」「気づ く」 「自画 自賛」 とい っ た 自分 自身の 感情 や行為 を，
一

歩 引い て 観察 し，

自己 コ ン トロ ー
ル が可能 な 「努力力」「気 づ く力 」「自画 R賛力」 とい うか た ちに変

える原理 とな る 。 「発想力」「創造力」「コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン カ」か ら 「人脈力」 「根

回 し力」「結 び つ け 力」「思 い つ き力」「夢 見 る 力」 「内 省力」「換 骨 奪胎 力」「極 端

力」「朝ご は ん 力」 まで ，「力」特集 に登場する能力群は ， こ うした 自己 の 意 識的 モ
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ビジネス誌が啓発する 「力」に関する一考察

ニ タ リン グ に よる， 自己の 感情や 行動の 能力 ・技術化す なわ ち コ ン トロ
ー

ル 対象化

と い う 「自己 の 自己 との 関係」 （Feucault訳書　1986，　 p ．13， 19）に もとつ い て 生

まれ て い る ， とい うこ とが で きる 。
つ ま り，次々 と作 られ る様々 な能力 を身に つ け

る 際 に 求め られ る最 も根本 的な 人格 ・情動の あ り方 は ， こ の よ うな 自分 自身をモ ニ

タ リ ン グ し， コ ン トロ ール 可 能な対象 と しよ うとする 態度な の で ある 。

5．2． 自分 自身 に対 する積極的働 きか け ， 能力 とパ フ ォ
ーマ ン ス の 最 大化

「プ レゼ ン や 商談 ，会議 ，接客 　 。 重要 な場 面で 自分 の 力 を 出 し切 る た め に

は，万全 の 準備が欠かせ ない 。 そ の 出発点 は ，イメ
ージす る習慣 をつ ける こ と

だ 。 勝利 の ゴ ール を思 い 描 い て や る気 を高 め ，起 こ り得 る事 態 を想定 して 精神

的余裕 を得 よ う。 さらに は 思考法や 呼吸法 を正 しく使えば 緊張に よ る ビ ビ り

も解消 で きる 。 『ぶ っ つ け本番』 と は オサ ラバ すべ し」 （「ア ソ シ エ 』2006．3．7

特集 「自分 の 力 を／00％ 出 し切 るた め の 準備 の 技術」）

　自己 をモ ニ タ リ ン グ し， コ ン トロ ー
ル 可 能 な対象 と しよ うとい う態 度 は，「働 き

か け る 自分」 と 「働 きか け られ る 自分」 とい う， 自己 を二 重 化 する 意識 を もつ こ と

とい い か える こ とが で きる 。 その 意味で ，307種 もの 「力」が 登場す る 特集か ら観

察す る こ とが で きる の は ，その よ うな 「働 きか け る 自分 」 と 「働 きか け られ る 自

分」 との 間，つ ま り 「白己の 自己 との 関係」 にお い て 可能 となる視 点，手段 ，そ の

際の 規範の 増殖 ともい える だろ う。 また，そ の よ うな視点，手段 規範が増殖す る

た め に，「自 ら 変 身 す る こ と が で き な け れ ば
T

“
負 け 組

”
に な っ て し ま う」

（『THE21 」12003 ，7特集 「1分 間仕事力 トレー ニ ン グ」） とある よ うな， 自分 に対 し

て 積極的 に働 きか け なけれ ばな らない とい う， よ り上位の 規範 もまた生 じる こ とに

な る 。

　 こ の 「自分 に対 して積極 的 に働 きか け な け れ ば な らな い 」 と い う規範 を表わす さ

まざまな表現 を 「力」特 集で は 非常 に頻繁 に 目にす る こ とが で きる 。 そ れ は ， 自分

自身や その 潜在 的能力，脳機能，モ チ ベ ー
シ ョ ン 、 ある い は思 考力や 創 造性 と い っ

た特定 の 能力 を 「活性化 す る」「引 き出す」「最 大 化す る」「高 め る」 「鍛 え る」 「強

化す る」「活用 する」「叩 き起 こ す」「出 し切る」 とい っ た表現 で あ る 。 「川 特 集で

は ，引用記事 に ある よ うなt 成功 した 自分 を思い 描 き，高 い モ チ ベ ー
シ ョ ン を維持

し， ス ポ
ー

ツ 選 手の よ うに 自らの 能力を最大限 に発現す る た め の 技法が 溢れ て い る 。

157

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

こ れ は 自己 をモ ニ タ リン グ し、 コ ン トロ ール 可 能 な対象 と しよ うとい う態度 に必然

的に伴 われ る もの とい えるが ， さ まざまな 能力の 新造とそ の 啓発 は ， 自分自身に対

して 働 きか け る 実践の 経路 を可視化 す る こ とで ， その 経路 を活用 し， 自分 自身にで

きる 限 り積極的 に働 きか ける べ し とい う規 範を帰結する こ とに な る 。 まさに 「最高

の 自分 に な りきる」 （上 掲 『ア ソ シ エ 』 2006．3．7特 集）べ く， 自らの 潜在的可 能性

を信 じ，最大 限 に コ ミ ッ トす る 「自己の 自己との 関係」が 求め られ る の で ある 。

5．3． 心理 主 義的価値 観の 労働 プ ロ セ ス全体 へ の 接合

　「チ ャ ン ス や課 題 を発 見で きず して ， 『デ キ る人』 とはな り得な い 。 顧 客や競

合相 手， 自分 自身の 行動 や 意識 を客観 的にみ つ め ，効率 ア ッ プや 成績向上へ の

突破 凵 を常 に 探すべ し 。 （中略 ）観察眼 を磨 き，想像 力 を豊 か に し， 『見 抜 く技

術』 を体得す れ ば， リン ゴ が 落 ちるの を見 て 万有引力 に気 づ くよ うに，社内外

に と どろ く偉 業達 成 も夢で は な い 」 （『ア ソ シ エ 』 2006，1．17 「あな た の 潜在能

力 を開花 させ る 『見抜 く技術』」）

　 自己モ ニ タ リ ン グ と 自己 コ ン トロ ール に もとつ い て 白ら の 行為 や感情 を 「力」語

へ と変 えて い く態 度， またそれ に伴 っ て 可視化 され た 自分 自身に で きる 限 り積極 的

に働 きか け，そ の 潜在的資質を最大 限 に活用する こ とを促す 「力」特集 の 傾向 は．

自助 マ ニ ュ ア ル な どを素材 と して 現 代社会 に お ける 白己 や 感情 に 関す る 知 （自己知，

感情知）の 増大 と，そ れ に伴 わ れ る 自己 ・感情 コ ン トロ ー ル の 高度化 に つ い て述 べ

た森 （2000）の 「心 理 主義化」の 議論 に通 じる部分が あ る とい え る 。

　だが 引用記事に もあ る よ うに ，「力」特集が 心 理 主 義の 議論 に 収 ま ら な い の は ，

5．1．や 52 ．で 提示 した，心理主義 に通 じる よ うなモ ニ タ リ ン グ， コ ン トm 一
ル ，積

極 的働 きかけ，潜在 的資質の 最大 化 とい っ た態 度が ， 自分 自身だ けで な く，働 くこ

と全般 に対 して 指 し向け られ て い る 点で あ る （そ もそ も 「力」語 は 自分 自身に 0）み

適 用 され る もの で は ない ）。 つ ま り，現 在 行 っ て い る仕事 ，そ こ に潜 在す る 問題 ，

ス ケ ジ ュ
ー リン グ ， 現場 の 細 か い 異変 組織 の 問題 t 自社 の 強み ， うま くい か な い

会議 部下 の 知識
・ス キ ル

・モ チ ベ ー
シ ョ ン ・潜在 的能力 ，顧客 の ニ

ーズ ，将来的

展望 ，既成概 念，業界 の 盲 点，状況 や 時代の 変化 と い っ た対象 を 「モ ニ タ リ ン グ」

し，そ の 本質に 「気づ き」「見抜 き」「見える 化」 し，そ れ ら を 「活性化」「開花」

「呼 び起 こ す」「引 き出す」 「ポ ジ テ ィ ブ に 転化」「最大化」 す るべ く積 極的 に働 きか
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ビジネス誌が啓発する 「力」に関する
一

考察

け る とい っ た態度が 「力」特集全 体 を通 して 常に啓発 され て い るの で あ る 。 「個 人

に と っ て も，組織 に とっ て も， 自己を変 えて い くため に大切 な の は ，現 実 とそ の 延

長 線 上 に あ る 将 来 を 『可 視 化」す る とい う こ とで あ る」 （『プ レ ジ デ ン ト』

2004．9．13 「『上 司力』錬 成道場」） とい っ た記事や ，双方の メ リ ッ トや 可 能性 を最

大 限 に 引 き出 す 「Win −Win の 関係」 （『ア ソ シ エ 』 2008．4、15 「ア ソ シ エ ビジ ネ ス 力

検定」）とい う表現 の 多用 に も見 られ る よ うに ，「力」特集に お ける モ ニ タ リ ン グや

その 潜在的資質の 最大化 へ の 志 向は，個 人 と組織 ひ い て は働 くと い うこ と全体 に

共通す る志 向 なの で あ る 。 2 節 にお い て ，「力」特集 は 個 々 人が 競 争的 で 流動 的 な

状況 を勝 ち抜 い て い くよ うな資質の 獲得 を支援 す る と い う文脈 にお い て生 まれ て い

る と述べ たが ，そ れ は 上述 した よ うな 「自己 の 自己 との 関係」 と， 自らが 働 くチ ー

ム ，企 業， あるい は部 ド，顧 客 へ の 態度が 地続 きに な っ て い る と い う，心理 主義的

価値観 と労働 プ ロ セ ス 全体 との 接 合 （あ る い は心 理 主義的価値 観に よる労働 プ ロ セ

ス の 再 編成） とい う点か ら も確 認 す る こ とが で きる だろ う。 そ の 点が ， 「力」特集

が 単な る心 理 主義に収ま らな い
nz｝
， また 自助 マ ニ ュ ア ル な どの 他 の 自己啓発 メ デ ィ

ァ と も， また か つ て の ビ ジ ネス エ リ
ー トを牽 引 した修養主義 と も異 な る点で は な い

か と考 え られ る 。

6 ． 総括

　本稿 で は ，社会 的実践 と して の 「力」 をめ ぐる 表現 に つ い て 分析 を行 っ て きた 。

「力」特集 に お い て扱 わ れ る能力 の 傾 向 は，先行研究が述べ た よ うな近年支 配的 な

能力モ デ ル を反 映す る もの で あ っ たが ，そ れ は各メ デ ィ ア の 動向 を再帰的に と りい

れ る プ ロ セ ス （雑誌 編集の ル ー
テ ィ ン ）か ら理 解す る こ とが で きた （3 節）。 そ の

「力」特集で は T 知名度が 高い 組織 ・商品に 関 わ る会 社経営者 ・会社員が 能力 の 体

現者 と して 多 くピ ッ ク ア ッ プ され ， また 特定の 専門家が 「力」語の 新造 ・定義 ・
序

列づ けに 多 くか か わ っ て い る こ とが 明 らか に な っ た 。 こ れ は今 日の 能力観をめ ぐる

職 業集団間の ヒ エ ラ ル キ ー
，主体位置の 分散の 表れ お よび再構造化の プロ セ ス で あ

る と考え られ た （4節）。 そ して 同 特集 で は ，モ ニ タ リ ン グ， コ ン トロ
ー

ル ，積極

的働 きか け，潜 在 的資質の 最 大化 とい う 「自己 の 自己 との 関係⊥ お よび労働 プ ロ

セ ス 全 体 へ の 態 度が 見 られ る こ とが 明 らか に な っ た （5 節）。 本稿 の 意 義を整理 す

る な らば ，
一・

見す る と・
過 性の 流行 に 見 え る 「力」 をめ ぐる表現 の ミク ロ な制作 プ

ロ セ ス に注 目しなが ら， そ こ か ら （再）構造化 され ． よ りマ ク ロ な影響 を及 ぼ して

い く，能力観 記事登場者，求め られ る 人格
・
情動 の あ り方 の あ る偏 りの 様 態T す
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な わ ち文化的恣意の 様態に つ い て ，詳細に 明 らか に した 点に あ る と定位 で きるだ ろ

う。

　こ の 文化 的恣意 に つ い て ， よ り包括 的 に意義づ け よ うとす る な らば， ブ ル デ ュ
ー

の 見解が有益 な 手が か りとな る だ ろ う （Bourdieu訳書　199e、　 pp ．337−365）。 す な

わ ち，求 め られ る 能力，人格
・
情 動の あ り方，労働プ ロ セ ス へ の 態度は， その 思

考
・
表現

・
分類 図式 の 正 統性

・
卓越性 をめ ぐっ て 「象徴 的闘争」が 繰 り広 げ られ る

「賭金」 と して 理解す る こ とが で きる と筆 者 は考 える 。 本稿 の 知 見 は よ り包 括的 に

は，求め られ る能力 ，人格 ・情 動 の あ り方，労働 プ ロ セ ス へ の 態度 と い っ た 「賭

金 ＝ 社会界の 思考
・
表現

・
分類 図式」が今 日 どの よ うな もの で ある の か

T
また その

「賭金」 を自 らの もの と し， 自らの 思考 ・表現 図式 を構 造化 し ， 自明 な もの と して

押 しつ け うる位置 を占め る 「勝者 」は どの よ うな職業集団な の か ， と い っ た象徴 的

闘争の （再）構造化の プ ロ セ ス の
一

端 を捉えた もの だ と筆者は 考えて い る 。 こ の よ

うな 闘争の 「場」 とい う視角を据える と き，非正 規雇用 若年労働者の 問題 を扱 っ た

阿部 （2007）な ど多 くの 研究か ら， こ の よ うな求め られ る能力等をめ ぐる象徴 的 闘

争の 「場 」に お い て （もちろ ん経済的 に も）劣位に おか れ る， ある い は排除 され る

人 々 の 存在 が浮 か び上 が っ て くる だ ろ う。本稿 で と りあげた ビジ ネス 誌は ，記事登

場者 に非正 規雇用者 が 全 くい な い とい うこ とか ら考 えて も， 阿部の 研究対象 とは対

極 に ある よ うな読者層 を対象 とする もの で ある 。 だ が ， 今 月の 能力観 ひ い て は 労

働の あ り方 を め ぐっ て ，
一

見対極 に あ る よ うに み える 人々 が どの よ うな 「場」の
T

どの よ うな位置 に配分 され て い る の か とい うこ とに つ い て ，包括 的な理 論枠組お よ

び実情 に即 した見取 り図 を用 意する こ とは ，今 日にお け る教 育社会学の 課題 の
一

つ

とい え る よ うに 思 わ れ る 。 本稿 をそ の 端緒 と して ， こ の よ うな見取 り図の 構築 を今

後の 課 題 と した い 。

〈注〉

（1） 竹 内 （2006，p ．156）は本 田 の 議 論 に 対 して ，人格 や 情 動が 労働 に 求 め られ る

　 ように なっ て い る とい う議論 は 1960年代 か らみ られる もの で は ない か と い う疑 問

　 を提 出 して い る 。 また， 日本で は以 前か ら，場 の 空気 を読 む能力な ど，ポ ス ト近

　代型能力に 近 しい 能力が含 まれ て きたの で は ない か とも述 べ て い る 、， こ うした見

　解 もあるた め ，今 後 よ り長 い 時期 を対象に した検討が必 要 と考え られ る 。

（2） 1990年代 以降の 企業 に お ける 「人材像 」 を分析 した岩脇 （2004） に よ っ て ，第

　
一 と第二 の 論点 を裏付 ける よ うな実証的 デ

ー タが提 出 され て い る 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビジネ ス 誌が啓発 す る 「力」に 関する一考察

  　本田 自身， 自らの 啓発的 な問題提起の
一

方 で ，提示 された 諸概 念がデ
ー

タに基

　づ い て よ り精緻化 されて い く必 要が ある と も述 べ て い た （本田　2005，p ．274）。

（4＞ こ れ は ，逆 にい えば非正 規雇用者に向け られ た総合情報誌的 ビ ジネ ス 誌が な い

　 （少 な くとも大規模 に流 通す る雑誌 として は）， と い うこ とで もあ る 。

（5） 1996年以 降の 記事 と した の は ，「力」に 関す る新語 の 先駆 け とい え る 「生 き る

　力」 とい う語 が登場 した の が 1996年で あ る こ と に よ る。

  　記 事の 収 集は国立 国会 図書館 ，
都 立 多摩図書館 ，

足立 区立 図書館 ， 早稲 田大学

　 図書館 に お い て 行 わ れ た 。 収集 され た記事 は，2008年 12月 まで の もの で ある 。

（7） た だ， 「競争力」「商品力 」 とい っ た企業 に つ い て の 表現 に しか用 い られ なか っ

　 た語 ， 「原動力」「推 進力」 とい っ た何 らか の 力動 を表現する語，「尽力」「他力本

　 願」 とい っ た 熟語 ，単 に 「力」 「能力」 とい う場合 は 除外 して い る 。 また， ペ ー

　 ジの 上下 にある ヘ ッ ダ ー
， フ ッ ター に登場 した もの は除い て い る 。

（8） 筆者は 大学院修士 課程の 学生 一名 と共 同で ，307の 「力」語 を KJ 法に よ っ て

　 分類する作業 を行 な っ た。

〔9） 筆者 に よ る メ
ー

ル イ ン タ ビ ュ
ー よ り。 日時 は 2008年 9 月22日か ら10月 lR の 間，

　 複数 回に わた っ て 行 わ れ た 。

（10＞ 登場 した の は697人 で ある が ， 複 数回登場 した 人物は 67人 に 過 ぎな い
。 また 最

　 も多 く記事 に登 場 した 人物 は 5 回で あ り， その 意味 で 「力」特集 の 記事 に は特 定

　 の 中心人物 は い な い と い える 。 なお ， こ こ で い う 「登場 」 とは ， 記事本文 だ けで

　 な く，記 事本文以外の 場所 に 「名前お よび プ ロ フ ィ
ー

ル 」あ るい は 「名前 お よび

　 顔写真」が 掲載 された 場合 をカ ウ ン トして い る 。

（10P は 『プ レ ジ デ ン ト』，　 T は 「THE21 』，　 A は 「ア ソ シ エ 』 を さす 。 各誌 の 傾

　 向は 本稿で は紙幅 0）関係上検討する こ とが で きな い
。 別稿 に お ける誅題 と した い

。

圜　 も し くは， こ の よ うな傾 向こ そが ，今 日 に お け る心 理 主義的価 値観 の広 範な浸

　 透 を端的 に示 す事 例な の か もしれ ない 。
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ABSTRACT

     An  Observation on  the 
"Power"

 that Business Magazines

        Edify Us  on:  An  Analysis of  the  Representation  of

                   
"Ability"

 as  a  Social Practice

                                                 MAKINO,  Tomokazu

                                                   (Waseda University)

                     1-6-1, Nishiwaseda, Shmiuku-ku, Tokyo, 169-8050 Japan

                                          Email: voldenuit@ruri,waseda,jp

  Since the latter half of  the  1990s. new  expressions  have  appeared  concerning

abi!ity in labor and  education.  These expressions  of  ability do not  on!y  reflect  the

transformation of  the contemperary  dominant ability model.  The  expressions

themselves  are  social  processes, and  they are  social  practices that structure  the

dominant ability  model  anew.  From  these points of  view,  this paper  will  analyze

expressions  of  ability  as  a  social  practice, and  examine  and  consider  the  social

sigriificance  of  the expressions  of  ability  empirically,  As  a  result  of  the  analysis,  the

following points were  extracted.

  Firstly, the routine  of  magazine  editing  is a  reflexive  process  which  incorporates

trends  from  all different forrns of  media  Therefore special  features on  business
ability  are  produced  based on  trends  from  these  media.  They  consequently  refleet

the dominant ability  model  that precedent  studies  have described. Secondly, in
special  features on  business ability,  company  managers  and  othce  workers  of

well-known  organizations  frequently appear  as  the embodiers  of the ability. In
addition,  experts  that  have  specific  dispositions frequently construct,  define and  rate

the ability. Thirdly, in these special  features, speeific  
"relationships

 to oneself'  are

frequently seen.  The  relationships  are  that transformations  of  character  and

emotion  into ability,  based on  self-monitoring  and  selFcontrol,  assist  in engaging

oneself  positively and  maximizing  the potential n.ature  of  the self. These  are

psychologized 
"reSationships

 te oneself.:' Such  monitoring,  control,  engaging  oneself

positively, and  maximization  of  potential nature,  are  an  intention for the whole

process  of  labor.

  These special  features on  business ability seem  to be a transient trend, but it is
clear  that there  are  various  aspects  of  eultural  arbitrariness  involved. It may  be said

that one  of  the tasks of  the sociology  of  education  today  is to prepare  a  blueprint

based on  a comprehensive  theoretical framework  of  such  cultural  arbitrariness  and

the actual  situation.  In this artiele,  I show  that Bourdieu's theoretical framework  of

symbelic  struggle  is one  such  framework,
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